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平成 19 年(2007 年)新潟県中越沖地震災害 写真報告(第３報) 
調査日 2007.7.24 

作成日 2007.7.26 

■柏崎市役所[災害対策本部会議・プレス発表等の様子]  

  
災害対策本部会議の様子。１日に２回開催されていた。 柏崎市、自衛隊、海上保安庁、警察等が参加している。 

 

  
災害対策本部室内には関係機関等の情報が掲示されていた。 インターネットでの情報提供も行われていた。 

 

  
プレスルームは、災害対策本部室脇に設定されていた。 災害対策本部会議の後、プレス発表も行われた。 
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市役所ロビーは、発災直後には援助物資が置かれていたが、

片づけられていた。 市役所ロビーでの水・食料品の配給は終了していた。 

 

  
水道は復旧しておらず、仮設トイレを使用していた。 国土交通省現地支援センターや報道機関の車両は、まだ

停車していた。 
 
■ボランティアセンター（柏崎市）の様子 

  
柏崎市のボランティアセンターは社会福祉協議会に設置

されていた。 建物入口付近。左側にテントがあり受付をしている。 
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ボランティア活動の流れが掲示されていた。 中でボランティアのミーティングが行われていた。 

 

  
隣接の倉庫では、使用する資材を管理していた。 応援の日赤の車両もここに集まっていた。 

 

  
レスキューバイクの受付もあった。 レスキューバイクは標識をつけて活動していた。 
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■避難所周辺の様子（柏崎小）の様子 

  
市役所近くの柏崎小学校に、避難所が設置されている。 避難所入り口付近。水や食料などが運ばれていた。 

 

  
炊き出しの時間が掲示されていた。 水道が復旧していない中、自衛隊による給水活動が行わ

れていた。 
 

  
時間制限がありますが、シャワーや入浴ができる様にな

っていた。 
避難所の様子。この日は晴れで気温も上がり、扇風機が多く

目立った。 
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■給水の様子 

  
水道が復旧していないため、各地で給水活動が見られた。

写真は他の自治体から応援出動した給水車。 他の自治体から提供された給水所。 

 

  
民間の業者から提供されたトイレ用水の給水所。 自衛隊による給水活動。各地で見ることができた。 

 

  
自衛隊の給水車は１t 水トレーラ(左)と 5t 水タンク車(右)の
２種類があり、23 日には併せて約 1200 トン給水した。 

給水車は、港に停泊している自衛隊と海上保安庁の船舶

から水を補給していた。 
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■被害の様子（危険度判定） 

  
応急危険度判定は、23 日までに約 32,000 件について調査が

行われた。写真は、危険と判定された際の標識。 
黄色は、要注意と判定された標識。中央に理由や注意事項

が書かれている。 
 

  
緑は、特に注意箇所が見つからない場合の標識。 
併せてり災証明のための調査済証が貼られている。 り災証明のための調査済証。 

 

  
被災宅地危険度判定は、23 日までに 1,362 戸について調査

が行われた。写真は、危険と判定された際の標識。 
危険宅地の表示のあった箇所。擁壁が倒壊する恐れがある

ことが原因であると書かれていた。 
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■被害の様子（住宅の様子） 

  
被災した家屋の様子。作業は進められているが、まだ各所に

こうした家屋が見られた。（柏崎市西山町付近） 被災した家屋の様子（柏崎市西山町付近） 
 

 

  
車両の通行できない道路もあった。（柏崎市東本町付近） 被災した家屋の様子（柏崎市東本町付近） 

 

  
被災した家屋の様子（柏崎市西本町付近）     被災した家屋の様子（柏崎市西本町付近）  
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■被害の様子（まちの様子など） 

  
柏崎市の市街地では、復旧作業が盛んに行われていたが、ま

だ作業に取りかかれない箇所もあった。 
地震により歪んだ建物(左側)。周辺は柵が設置され立ち入

りできない様になっていた。 
 

  
寺社の建物倒壊現場。手前、石灯籠の柵に応急危険度判定

結果が貼られている。 
左奥に倒壊建物がある。道路右側の建物には、緑の応急危

険度判定結果が貼られている。 
 

  
大きな通りでは、片付けが大体済んだところもあった。 被害のほとんど見られない路地もあった。 
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■被害の様子（公共施設など） 

  
柏崎市クリーンセンターでも被害があった。 外観の被害として、煙突が途中で折れている。 

 

  
煙突下にはコンクリート塊が散乱していた。 柏崎駅付近では、列車の脱線や線路が歪む被害があった

が、対応工事が行われていた。 
 

  
駅構内で脱線した車両の周りで作業が行われていた。 同じ車両を反対側から見たもの。 
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■ ライフライン復旧作業の様子 

被災地に向かうガス復旧車 

ガス復旧工事中 

 

水道の復旧作業 

 
電力復旧作業中 水道復旧工事中 
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■ 倒壊家屋の解体とガレキ処理 

東本町（１）付近 

西元町３丁目付近 

 

 
西本町（１）付近 

 

 
 

西元町３丁目付近 
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■ 仮設住宅設置の様子 

柏崎市役所周辺 

柏崎市春日公園付近 

 

 
柏崎市役所周辺 

 
柏崎市春日公園付近 柏崎市春日公園付近 
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■ 廃棄物集積所の様子 

 

  
 

震災廃棄物仮置場が設置されていた。（柏崎市幸町付近） 
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■ 刈羽村役場と災害対策本部の様子 
 

刈羽村役場の玄関 

刈羽村役場の１階ロビー 

災害対策本部室の様子（１） 

 
 

 
 

災害対策本部室の様子（２） 
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■ ボランティアセンターの様子（刈羽村） 
 

ボランティアの受付 

 

ボランティアの活動報告コーナー 

 

ボランティア情報提供コーナー 

 

ボランティア活動状況図 
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■ 避難所周辺の様子（刈羽村） 
 

避難所の玄関前 

 

仮設トイレ 

 

 

 

 

 

 


